
株主メモ
事業年度 毎年1月1日から12月31日まで
定時株主総会 毎事業年度終了後3ヶ月以内

配当基準日 期末配当金　12月31日
中間配当金　  6月30日

単元株式数 100株

公告の方法 電子公告により行います。（http://www.khneochem.co.jp/）ただし、事故その他やむを得ない事由によって、
電子公告による公告をすることができないときは、日本経済新聞に掲載して行います。

上場取引所 東京証券取引所（市場第一部）

株主名簿管理人／
特別口座の口座管理機関

東京都中央区八重洲一丁目 2 番1号
みずほ信託銀行株式会社

株式事務に関するご案内
証券会社等に口座をお持ちの場合 証券会社等に口座をお持ちでない場合（特別口座の場合）

郵送物送付先

お取引の証券会社等になります。

〒168-8507 東京都杉並区和泉2-8-4　みずほ信託銀行 証券代行部
電話お問合せ先 フリーダイヤル 0120-288-324（土・日・祝日を除く 9:00 ～17:00）

各種手続お取扱店（住所
変更、株主配当金受取り
方法の変更等）

みずほ証券本店及び全国各支店
プラネットブース（みずほ銀行内の店舗）でもお取扱いたします。
みずほ信託銀行本店及び全国各支店※
※トラストラウンジではお取扱できませんのでご了承ください。

未払配当金のお支払 みずほ信託銀行※、みずほ銀行の本店及び全国各支店（みずほ証券では取次のみとなります）
※トラストラウンジではお取扱できませんのでご了承ください。

ご注意
支払明細発行については、右の「特別口座
の場合」の郵便物送付先・電話お問合せ先・
各種手続お取扱店をご利用ください。

特別口座では、単元未満株式の買取以外の株式売買はできません。証券会社等に口座
を開設し、株式の振替手続を行っていただく必要があります。

〒103-0023 東京都中央区日本橋本町1-6-5
TEL 03-3510-3550　FAX 03-3510-3571

「事業紹介冊子」をホームページで公開しています。
http://www.khneochem.co.jp/company/about/pdf/look_khneochem.pdf

　当社についてもっと詳
しく知っていただくために、
当社の事業について分か
りやすくまとめた「事業紹
介冊子」を制作いたしまし
た。ホームページにて公開
していますので、ぜひご覧
ください。

証券コード　4189

第8期 株主通信
2017年1月1日～2017年12月31日



代表取締役社長

2017年 度　過 去 最 高 益 を 達 成   さらな る 高 み へ 挑 戦し 続 けます

2017年度配当金について期中期経営計画の策定も鋭意進め、持続的な成長
を通じた企業価値の向上に取り組んでまいります。
　当社グループは、コンプライアンスをすべての
基礎とした上で、高品質で高付加価値な製品を幅
広く取り揃え、安定供給を通じて地球環境や人に
優しい製品を世界中にお届けし、皆様の豊かな暮
らしに貢献していきたいと考えております。
　株主の皆様には、今後とも一層のご支援を賜り
ますよう、心よりお願い申しあげます。

2018年３月

　株主の皆様におかれましては、平素より格別
のご高配を賜り、厚くお礼申しあげます。
　当社グループは、2016年度から2018年度ま
での３カ年を対象とする中期経営計画「変革へ
の挑戦」における目標を達成し、企業価値を向上
することが当社グループの最重要課題であると
考えております。
　その２年目となる2017年度は、各事業分野と
も好調に推移し、増収増益となり、それぞれの利
益段階においては過去最高となりました。
　2018年度は、中期経営計画の最終年度として
仕上げの年であると同時に、さらにその先の新
たな成長ステージに向けた進化を遂げるための
重要な１年になると考えております。その成長
の道筋となる2019年度から始まる３カ年の次

　2017年度の期末配当金につきましては、連結
業績や財務状況等を総合的に勘案し、1株当たり
29円とさせていただきました。これにより中間
配当金（１株当たり25円）と合わせた年間の配当
金は１株当たり54円となり、前期の上場記念配
当を含む年間配当金１株当たり50円と比べ４円
増配となります。

１株当たりの年間配当金 54円

売上高
（百万円）

営業利益
（百万円）

経常利益
（百万円）
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6,261

2015
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親会社株主に帰属する
当期純利益
（百万円）

6,013

2016

7,712

2015 2017

8,167

連結財務ハイライト
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　化粧水やフェイスマスク、美容液などを使用したときに感じる
しっとりとした肌ざわり。この成分として使われているのが、当社
の化粧品原料「1,3 -ブチレングリコール」です。高い保湿性と適度
な抗菌性を持ち、臭いや肌への刺激も少ないため、直接肌にふれる
スキンケア製品などに欠かせない素材です。

　エアコンの室外機の中にある圧縮機がスムーズに動くための潤
滑油（冷凍機油）に、当社の素材が使われています。この圧縮機は、
部屋から熱を外に運び出すための冷媒を圧縮するもので、エアコ
ンの重要な部分になります。

事業分野別の状況

機能性材料 電子材料

基礎化学品

“しっとり感”を生み出す エアコンを効率良く動かす

「化粧品原料」 「潤滑油原料」

機能
化学品

機能
化学品

売上高構成比

39%
売上高構成比

12%

売上高構成比

48%

　ユニークな構造・物性を有する当社の機能性材
料は、スキンケア製品や家庭用洗剤などの日用品、
エアコンの冷凍機油などに幅広く使用されていま
す。

　卓越した高純度化技術と品質管理ノウハウを融
合させ、日々進歩する電子材料分野のニーズに応え
る高純度溶剤を提供しています。

　溶剤、可塑剤原料、樹脂原
料など、自動車分野をはじめ
国内外の産業を支える豊富
な製品ラインナップを取り
揃えています。

　半導体や液晶ディスプレイの生産伸長に伴う国内
外の需要拡大や隔年実施の大規模定期修繕がなかっ
たこと等により、前年と比べ、増収増益となりました。

　自動車生産の伸長に伴う国内外での需要拡大や中
国の環境規制の影響による主要製品のアジア市況の
改善、隔年実施の大規模定期修繕がなかったこと等
により、前年と比べ、増収増益となりました。

※当社グループでは、上記の3事業以外に「その他」がありますが、売上高構成比が1％とわずかであるため記載を省略しております。

化粧水・美容液

室内機・室外機

潤滑油

フォトレジスト

半導体など

化粧品原料
潤滑油原料

1,3-ブチレン
グリコール オクチル酸

イソノナン酸

▶高い保湿性
▶低刺激性
▶抗菌性
▶低臭気

▶代替フロン
　に対応
▶環境に配慮

▶高純度
▶最先端の品質　
　ニーズに対応
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POINT

POINT

　中国を中心にエアコン用の冷凍機油原料や化粧品
原料の需要が拡大したことにより前年と比べ、大幅な
増収増益となりました。

POINT
業績

業績

業績

　半導体の回路をつくるときに必要な薬剤であるフォトレジスト。このフォ
トレジストの主な原料のひとつが溶剤です。当社の溶剤は純度が高く、精密
な半導体づくりに欠かせません。

最新電子機器の根幹を担う

「高純度溶剤」

製造
工程で使用

製造工程

PM-P
PMA-Pなど

フォトレジスト
に含まれる溶剤
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中 期 経 営 計 画  「 変 革 へ の 挑 戦 」
中期経営計画の進捗 2018年度 ～中期経営計画仕上げの年～

中期経営計画の具体的な取り組み（2017年度末時点）

2017年度は昨年度に引き続き
連結営業利益が過去最高を
更新いたしました。
　2018年度は、2年に一度の大規模定期修繕によ
る費用増や操業度低下により、2017年度に比べ
減益となるものの、当初計画を上回る見通しです。

●ガバナンス強化
　（取締役会実効性向上、独立社外取締役増員）
●CSR活動の充実

●化粧品原料の20％の設備増強により、伸長する需要に対応
●環境配慮型冷媒向け冷凍機油原料の拡販と将来の設備新設

を決定

●20億円の目標に対して16億円のコスト削減を達成
●工場における省エネ活動の成果により2015年度比で15％

のエネルギー削減
●シンガポール子会社の休眠化

●可塑剤原料の台湾新工場建設準備
●研究開発の推進

成長性

安定性

将来性

その他

機能化学品の
グローバル拡販

基礎化学品の収益強化
徹底したコスト削減

将来への
地盤固め

連結営業利益
（億円）

中期経営計画
実績

8075
90

70

115 105

2016 2017 2018

特集

2018年度の重点課題
新たな成長ステージに向けた進化を遂げるための重要な1年と位置づけ、以下の4つの重点
課題に取り組みます。

　併せて、当社グループ全体のガバナンス強化や中長期戦略を見据えた人材育成、業務の
効率化等にも引き続き取り組み、経営基盤の強化を図っていきます。

　原油やナフサの価格動向などに対応した適切な価
格政策を推進します。また、需要が伸びる中、大規模
定期修繕期間中の生産活動停止の影響を最小限度に
とどめるために製品供給体制を整備します。さらな
る経営資源の効率化や20億円のコスト削減目標の
達成に向け徹底して取り組みます。

　将来の可塑剤原料の安定的な供給を行って
いくため、 台湾における工場建設プロジェクト
を推進し、建設開始に向けた体制整備等の準備、
また稼働後の販売戦略策定を進めていきます。

　地球環境の保護に貢献する冷凍機油原料の新規製
造設備の建設に着工し、計画どおりに推進するとと
もに、既存設備に関する能力増強を実施し、需要拡大
に対応していきます。

　大規模定期修繕を機に、将来の高品質な製
品の安定供給に向けた布石として、工場マネジ
メントの強化と積極的な予防保全を実施する
とともに、次世代への技術伝承や人材育成に
も取り組みます。

高品質な製品を安定供給して
いくための生産基盤の強化

将来に向けた
海外生産拠点の確立

機能性材料の
生産能力増強

高収益確保のための
各種施策の実行

●財務戦略強化（格付け取得・CP発行）
●ステークホルダーとの積極的対話
　（個人投資家説明会、工場見学会、海外IR）
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特集 社員紹介

〜次期中期経営計画を策定していきます〜

さらなる成長の実現に向けて
　当社は、2016年度からスタートした中期経営計画に
おいて、連結営業利益は過去最高を更新し、着実にコア
ビジネスの強化を図ってきました。その基盤を活かし、
2019年度以降のさらなる成長につなげていきたいと
考えています。その成長への道筋として、2019年度か
ら始まる新たな中期計画を策定してまいります。

次期中期経営計画では
●地球環境に配慮した特長ある製品の供給
●急成長するアジア需要の取り込み
●高い品質管理技術を活かした製品差別化
などを核に成長戦略を構築していきます。
　また、コンプライアンスをすべての基礎とし、
事業を通じたCSR活動を実践し、広く社会に信
頼される企業でありたいと考えております。

　石油化学のプラントでは、化学物質を数多く取り扱います。そ
のため、安全には細心の注意を払って作業を行います。
　特に今年は大規模な定期修繕があるため、プラントの隅々まで
しっかりとチェックし、プラントの安全・安定運転に貢献します。

　市場のニーズをとらえた新素材を独自の技術で深く
追求し、お客様へ供給できるよう高機能な製品を開発
したいと考えています。
　多くの実験を積み重ねて、社会に役立つ特色ある製
品を生み出せるよう日々取り組んでいます。

コアビジネスの強化に
向けた重点課題の遂行

24時間稼働しているプラントを
安全・安定運転できるよう
日々メンテナンスを行い、
細部まで点検しています

社会に求められるモノを
開発することです

「よりよい明日の実現」に向けて
輝くKHネオケムの社員

プラントエンジニアは、
どのような仕事をしていますか？

今後どのような新しい製品の
研究・開発を行いたいと考えていますか？

Q

Q

千葉工場
工務課

矢田友也さん

四日市研究所
津坂英里さん

●機能化学品のグローバル拡販
●基礎化学品の収益強化
●将来への地盤固め

ＫＨネオケムでは、多くの若手社員が活躍しています。今回はその輝く社員をご紹介します。

台湾での可塑剤原料
新工場の稼動冷凍機油原料の

製造設備新設大規模定期修繕の機会を
利用した生産基盤の強化

次期中期経営計画

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

中期経営計画
さらに
その先の

成長ステージへ

「化学の力」で、
よりよい明日を
実現する。
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設立 2010年12月8日
（前身の協和油化（株）は1966年11月に設立）

資本金 8,772百万円

事業内容 各種石油化学製品の開発・製造・販売

従業員数 739名（連結）
大株主
株主名 持株数（千株） 持株比率（%）

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社
（信託口） 5,089 13.81

SHEPHERDS HILL CAPITAL PARTNERS 2,038 5.53

THE CHASE MANHATTAN BANK 385036 1,674 4.54

日本産業第三号投資事業有限責任組合 1,596 4.33

株式会社みずほ銀行 1,466 3.98

JP MORGAN CHASE BANK 380634 1,435 3.89

MANASLU FUND, L.P. 1,180 3.20

日本マスタートラスト信託銀行株式会社
（信託口） 1,137 3.09

SONORA FUND, L.P. 781 2.12

STATE STREET BANK AND TRUST 
COMPANY 766 2.08

発行可能株式総数 136,200,000株
発行済株式総数 36,849,400株
単元株式数 100株
株主数 6,911名

代表取締役社長 浅井　惠一※

取締役副社長 髙橋　理夫※

常務取締役 松岡　俊博※

常務取締役 平井　謙一※

取締役 新谷　竜郎※

取締役（社外） 原島　　克
取締役（社外） 藤瀨　　學
取締役（社外） 永田　光博
常勤監査役 大戸　德男
監査役（社外） 稲垣　敦夫
監査役（社外） 伊藤　健二
執行役員 斎藤　誠司 
執行役員 緒方　利明
執行役員 角田　知紀
執行役員 松田　恒次
執行役員 磯貝　幸宏 
執行役員 中橋　彰夫 
※印の付いた取締役は執行役員を兼務しております。

役員（2018年3月27日現在）

会社概要／株式情報

会社概要（2017年12月31日現在） 株式の状況（2017年12月31日現在）

所有者別株式分布状況（2017年12月31日現在）

外国法人等
44.24％

個人その他
10.47％

その他の法人
12.32％

金融商品取引業者
3.00％

金融機関
29.97％

ゆかりの地、三重県四日市で新たな社会貢献活動をスタート

CSR報告書を発行

　当社はこれまで実施してきた環境保全や地域コミュニケーションの活動を発展させ、新たな社会貢献活動をスタート
しました。第1回目は、2017年11月に、塗料原料の製造拠点がある三重県四日市市のスポーツ施設「四日市スポーツラン
ド」で「塗料」を用いた活動を行いました。地域の子供たちをご招待した「KHネオケムデー」では、四日市市より、四日市市
制施行120周年記念協賛事業に認定されました。

　当社は2017年10月にCSR報告書を発行いたしました。当社のCSRの考え方や
活動実績などをご紹介しています。
　また、当社ホームページでは、CSR報告書の他、社会貢献活動の活動レポートを掲
載しています。ぜひご覧ください。

塗料贈呈式には、四日市市の藤井副市長に
ご参加いただき、感謝状をいただきました。

KHネオケムのCSR
当社は、「『化学の力』で、よりよい明日を実現する。」を企業使命とし、

豊かで持続可能な社会づくりのため、事業活動や社会貢献活動に取り組んでいます。

当社従業員が、手作業でローラースケート場
の塗装補修を行いました。地域の子供たちが
元気に遊ぶ姿を想像しながら、一丸となって
頑張りました。

綺麗になったローラースケート場に地域の
子供たちをご招待しました。市のマスコット
キャラクター「こにゅうどうくん」も駆けつけ、
大変盛況でした。

KHネオケム　CSR報告書 検索

塗料贈呈式 従業員による塗装作業 KHネオケムデー
〜四日市市制施行120周年記念協賛事業〜

http://www.khneochem.co.jp/csr/
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